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１ 目 的 

中学校現場では実験・観察・課題研究・探究活動

などの生徒の活動を通して「進化」を取り扱うこと

は特に困難であると以前から指摘されてきた。現行

の中学校学習指導要領（2008）では，生物進化は２

学年で学習するが，新学習指導要領（2017）では第

３学年に移行することが決定した。生物学の中心概

念である「進化」を系統的に学習するためには，第

１学年から第２学年，第３学年までを通した何らか

の「手立て」が，今後必要になってくると思われる。 

米ミドルスクールの生物教科書１）は，現代進化学

の中心メカニズムである「自然選択説」，すなわち

「変異Variation・適応Adaptation・選択Selection」に

基づいて生物進化をわかりやすく説明している。 

一方で「進化」に関する誤解は多く，根強く保持

される「獲得形質の遺伝」など誤概念を指摘する先

行研究も多い。本研究では中学生に進化のしくみを

理解させるために，「どのようにして生物は進化する

か」に着目して，上記のミドルスクールの教科書を

参考に，「到達目標」として表１のように３つの要素

を設定した。この最終到達目標に従って１年地学か

ら２年生物領域に及ぶ，すなわち２学年２領域にわ

たる「逆向き設計」論２）による授業開発を行った。 

したがって，本研究の目的は，地学・生物領域に

おいて開発した２つの授業によって中学生の科学的

進化概念形成の様相を検証することである。 

２ 方 法 

（１）２つのパフォーマンス課題による授業評価 

１）１年地学領域３）では，脊椎動物の陸上進出の仮

説を，絵や文によって表現するオープンエンドなパ

フォーマンス課題を開発した。その到達目標として

「①適応・②変異」を設定し，ルーブリックで３段

階評価し，記述内容の質的分析もおこなった。 

２）２年生物領域４）では，「自然選択説」に基づい

て，キリンの首の進化仮説を推論する「パフォーマ

ンス課題」を開発した。その到達目標（表１）に「①

適応・②変異・③選択」を設定し，表２のルーブリ

ックで４段階評価し，記述内容の質的分析も行った。 

（２）質問紙調査による授業評価：真偽法（○×式） 

「獲得形質の遺伝」「突然変異」などの10概念を２

つの授業前・後で計４回調査し，統計解析を行った。 

表1 ２年到達目標（１年到達目標は①と②のみ） 

① 生物は「環境の変化に適応」したものが生き残ること
により，進化する（適応進化）。 

② 「変異」とは一世代の中で起こるのではなく，新しく
子孫が生まれ出るときに起こる（遺伝的変異）。 

③ その変異が生存に有利ならば，長い世代を経て少しず
つ積み重なることによって進化していく（自然選択）。 

表２ ２年ルーブリック（１年はＡ～Ｃの３段階） 

Ｓ 表１の３つの要素を含み，その根拠が絵や文で説明されている。 

Ａ 表１の２つの要素を含み，その根拠が絵や文で説明されている。 

Ｂ 表１の１つの要素を含み，その根拠が絵や文で説明されている。 

Ｃ 表１の要素は含まない。含まれていても，根拠の説明がない。 

３ 結果と考察 

（１）パフォーマンス課題による授業評価（N＝62） 

１）１年地学領域の課題では，修正の機会などの形

成的評価後のＡ評価は「絵」56.5％，「文」50.0％

になり，理由付けの平均数も5.3個／1人に達した。 

２）２年生物領域の課題では，Ａ評価以上で修正前

22.6％が，修正後67.7％に達した。３つの要素（変

異・適応・選択）に則って，「キリンの首仮説」を

説明できた数は，修正後にそれぞれ２倍を超えた。 

（２）質問紙調査による授業評価（N=59） 

マクネマ―χ2やＱ検定による分析結果では，10 概

念中６概念に 5％水準で有意差が生じた。特に「獲

得形質の遺伝」の払拭についての効果が示唆された。 

４ ま と め 

パフォーマンス評価・分析や２領域間を比較した

質問紙調査の統計的検定から，中学生の科学的進化

概念の形成過程の一端を明らかにすることができた。 

今後，３年生物領域（遺伝など）の授業開発が完成

すれば，３学年２領域にわたる進化学習が完結する。 
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